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Ⅰ. 目的

運動技能の学習場面では，与えられた課題を

次々と達成して上達する者がいる一方で，他者と

同じように練習を行っても，なかなか技能の向上

が認められない学習者が見受けられる。このよう

な学習者は「運動不振」と呼ばれ，彼(彼女)らを

いかにして上達させるかが体育・スポーツ指導者

の重要な課題となる。

サッカーやバレーボールなどの球技種目はもち

ろんのこと，陸上競技の短距離走や水泳競技のス

タートなど，スポーツでは速い反応が求められる

場面は多い。反応の速さについては，反応時間と

して研究が行われている。一般的に反応時間とい

えば，刺激に対して指先で反応するといった非常

に単純な反応に要する時間であるが，反応時間を

スポーツ競技と関連づけて考える場合には，「全身

反応時間」が用いられる(田島, 2005)。

指先で反応する単純反応時間が一般的に 180―

200ms 程度とされるのに対して，全身反応時間は

垂直跳びで反応を計測されるため若干遅くなる。

東京都立大学体力標準値研究会(2000)によると，

全身反応時間の平均値は20歳の男性で348ms，女

性で372msである。

麓・佐藤(1997)は，運動において著しく不器用

さを呈する2名の学生の運動能力を事例的に報告

し，この 2 名の反応時間(手指反応)及び全身反応

時間に関する記録はいずれも標準値よりも遅いこ

とを示している。これは，運動において不振を呈

する者の，その不振の原因の1つとして反応の遅

さが考えられることを示唆している。

そこで，本研究では運動不振学生の全身反応時

間が一般学生と比較して遅いのか否かを検討する

ことを目的とした。

Ⅱ. 方法

1. 実験参加者 運動不振学生10名と一般学生10

名が参加者であった。参加者は全て18―21歳の女

性であった。

運動不振学生及び比較対象としての一般学生の

抽出には，大学生版運動不振尺度(古田, 2008)を用

いた。この尺度を実験に先立って集合調査法で実

施し，下位尺度である「身体操作力」及び「ボー

ル操作力」の両方において8点以下の者を運動不

振学生と判定し，この中から実験参加の同意が得

られた者を運動不振群として実験を行った。

一般学生群は，上記の尺度において非運動不振

と判定された者の中から無作為に選び，参加の同

意が得られた者を対象として実験を行った。

2. 実験機器 全身反応時間の測定には，竹井機

器工業製の全身反応測定器Ⅱ型(T.K.K. 1264b)を

使用した。この機器は，機器の操作及び計測され

た反応時間が表示される調整器，光及び音刺激を

発生させる刺激提示部，及び実験参加者の反応を

検出するマット型の反応台から構成される。

3. 実験の課題と手続き 実験参加者の課題は，反

応台の上でスタンバイし，刺激提示部から発せら

れる光又は音刺激を検出したらできるだけ速くジ

ャンプして反応することであった。刺激の提示は，

光刺激の場合は青色，音刺激の場合は 1000Hz の

純音であった。

測定は，光及び音刺激のそれぞれにおいて練習

試行を3回行い，その後本試行を8回行った。

4. データ分析 各参加者の反応時間の測定値に

は，最大値と最小値を除いたトリム平均を用いた。

光刺激を用いた場合と音刺激を用いた場合のそ

れぞれで対応のない t 検定を行い，運動不振群と

一般学生群の反応時間の差を分析した。



Ⅲ. 結果と考察

図1に運動不振学生及び一般学生の光刺激に対

する全身反応時間を示した。一般学生が446msだ

ったのに対して，運動不振学生は525msと有意に

遅い結果を示した(t=3.09, df=18, p<.01)。

同様に，図2に音刺激に対する全身反応時間を

示した。一般学生が442msだったのに対して，運

動不振学生は 524ms と有意に遅い結果を示した

(t=2.93, df=18, p<.01)。

以上のように，光刺激及び音刺激のいずれに対

しても運動不振学生は一般学生に比べて全身反応

時間において有意に遅いことが明らかとなった。

今回の実験課題は，光又は音刺激に対してジャン

プして反応するという単純な課題であったが，運

動不振学生は一般学生より約 1.2 倍近く時間を要

するという結果であった。

このような差が認められた理由を2つ考えるこ

とができる。1 つは，刺激同定―反応選択―反応

プログラミングという情報処理プロセス(シュミ

ット, 1994)に違いがあるという可能性である。ま

た，この基盤となる神経生理学的プロセスにおけ

る違いも考えられる。もう1つは，筋線維組成の

違いという可能性である。全身反応の場合，指先

による反応と比較して運動系の影響を強く受ける。

筋線維は，大きく分けて収縮速度が速い速筋線維

と収縮速度が遅い遅筋線維に分けられるが，運動

不振学生は一般学生と比べて遅筋線維の割合が大

きい可能性がある。

本研究の測定結果は，東京都立大学体力標準値研

究会(2000)の測定値よりも全般的に遅い結果となった

が，これは測定機器の影響によるものと考えられる。

熟達化に関する心理学的研究は，一般的な「知

覚―運動」能力よりも学習によって獲得された種

目特殊的な情報処理方略の方がパフォーマンスと

の関係が強いことを示している(e.g., Ward and

Williams, 2003)。しかし，学校の体育授業のように，

特定の運動種目に深く熟達するというよりも広く

様々な運動を経験することに主眼を置かれた活動

の場合，反応時間のような基礎的な運動能力の貢

献度は比較的大きいのかもしれない。
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図1 光刺激に対する全身反応時間
(誤差線は標準誤差)
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図2 音刺激に対する全身反応時間
(誤差線は標準誤差)
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